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等指導体制も確認することとしているが、制度上は、指導員の配置は義  

務づけられていない。 

   また、現行の技能実習の対象職種・作業範囲については、評価制度が  

整備されている職種・作業に限定されていることから、実習生の幅広い  

技能の修得や、効果的なＯＪＴが十分にできない状況にある。 

   さらに、研修・技能実習の成果については、研修から技能実習移行時

に技能検定基礎２級レベルの試験に合格することが要件とされている

が、技能実習終了時の技能レベルについては、技能検定３級レベルが到

達目標として設定されているものの、実習終了時の評価試験は義務づけ

られていない。受験を奨励するためにＪＩＴＣＯが報奨金を支給してい

るが、技能実習終了時の３級レベル試験受験率は０．７５％であり、実

習成果の評価ができる状況となっていない。 
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   このほか、実習生の帰国後の就職状況等技能移転の実態については、

ＪＩＴＣＯが毎年１カ国に対しフォローアップ調査を実施するほか、帰

国生のネットワーク化や同窓会の設立を推進しているが、全体として、

状況の把握は部分的なものにとどまっている。 
  
（実効性確保に向けた見直し方針） 

   こうした状況を踏まえると、実習の実効性の確保と成果の評価を進め

るためには、制度の見直しが不可欠であり、今後、次のような点を踏ま

え、具体的な制度設計を行う必要がある。 

  ① 技能の修得について適正に実習指導が行われることを担保するた

め、技能実習計画の記載内容については、例えば、各段階の技能の修

得目標とそのために実施する作業内容、時期を明記させる等より具体
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的なものとするとともに、実習指導員の配置を制度上義務づける。 

  ② 技能実習の対象職種・作業範囲については、製造業の生産現場にお   

いて多能工化が進んでいることを踏まえ、対象職種・作業に限定せず、   

例えば、関連する複数職種について実習することを可能とし、評価制   

度（試験）については中心となる対象職種について整備されていれば   

よいこととする。 

  ③ 現行制度においては、実習に移行する前に研修成果を評価するため   

に技能検定基礎２級レベル試験の受験を義務づけている。こうした仕   

組みは実習が確実に行われていることの確認や実習生本人の緊張感の

維持の観点からも必要であることから、新たな制度においても１年経

過時の技能検定基礎２級レベルの受験を引き続き維持する。 

  ④ 現行制度では、技能実習終了時（３年経過時）の評価は義務づけら   

れていないが、実習生本人の実習成果を確認するとともに、制度全体   

の政策評価を行う観点からも、実習終了時の評価が重要であり、これ

を義務づける必要がある。ただし、その場合の評価方法については、

必ずしも技能検定試験等に限ることはなく、評価の実施体制、受入れ

企業の実態等を踏まえて、実行可能な仕組みとする。 

    なお、技能検定３級レベル試験の受験率・合格率は、受入れ企業の   

実習実施機関としての評価につながることから、前述（Ⅳの１）のよ   

うに、実習生募集時に受験率・合格率の明示を義務づけることは、受   

験奨励の観点からも有効である。 

    さらに、今後の検討課題として、帰国後の再就職状況、技能移転の

状況等をより確実に把握する方法についても、送出し国の協力を得な

がら、検討を進めることが必要である。 

 

（２）受入れ人数・実習体制 

   受入れ企業の実習体制を見ると、研修生・実習生の数が日本人従業員  

の数を大きく上回っていたり、事業主以外はすべて研修生・実習生とい

った例も見られる。こうしたケースにおいては、多くの場合、実習指導

の担当者がいないか不明確な上、日本人と研修生・実習生の業務内容が

分離され、ＯＪＴ効果が乏しく、適正な実習が困難な状況にあると考え

られる。 


